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環境振動運営委員会 議事録（案） 
 
Ａ．日 時 2009 年 9 月 29 日 火曜日 17:30～20:15 
Ｂ．場 所 建築学会会議室 
Ｃ．出席者 濱本主査，以下１３名 
Ｄ．提出資料（提出委員名） 
 No.3-0  開催案内 
 No.3-1  前回議事録案 
 No.3-2  環境工学委員会議事録等 
 No.3-3  性能設計ハンドブック刊行小委員会，低周波音（振動）問題刊行小委員会報 
      告 
 No.3-4  第 3 回環境振動評価小委員会議事録（案） 
 No.3-5  環境振動測定分析小委員会活動報告 
 No.3-6-A 第 3 回環境振動制御情報小委員会議事録（案） 
 No.3-6-B 床振動調査結果報告 
 No.3-7  第 28 回環境振動シンポジウム会告案 
 No.3-8  運営委員会ホームページ 
 No.3-9  環境振動対策事例検討 SWG 第 2 回議事録（案） 
 
Ｅ．議事内容 
 
０．前回議事録確認（資料 No.3-1） 
  ・以下の修正の後承認された． 
   －「２－２．」 （誤）今後進めている （正）進めている 
 
１．環境工学委員会報告（資料 No.3-2） 
  ・7/30 開催分につき，資料 No.3-2 に基づく報告があった． 
   －来年度の活動計画等は，例年より早い 10 月末までに提出することが確認された 
    →濱本主査から小委員会および WG 主査へ提出を依頼する 
   －環境工学関連の教材は，年度内に 3 部（実験用，環境編，設備編）同時に刊行の

予定であることが報告された 
   －制定から 5 年経過した居住性能評価指針への対応に関する議事録の記載内容につ

いて確認があった 
    →今後の方針を議論することとした（議題３参照） 
  ・9/25 開催分につき，資料 No.3-2 に基づく報告があった． 
   －研究集会提案等の締切りが確認された 
 
２．各小委員会・WG 活動報告 
２－１．環境振動性能設計法ハンドブック刊行小委員会（資料 No.3-3） 
  ・資料 No.3-3 に基づく報告があり，それに対する議論があった． 
  ・運営委員会による査読により，位置づけについて最終調整をすることとした 
  ・性能設計法小委員会での査読を 12 月に予定．運営委員会での査読はその後． 
２－２．低周波音（振動）問題刊行小委員会（資料 No.3-3） 
  ・資料 No.3-3 に基づく報告があった 
  ・建築分野への適用が想定される言葉をタイトルに入れるよう要望があった 
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２－３．評価小委員会（資料 No.3-4） 
  ・9/3 開催分について，資料 No.3-4 に基づく報告があった 
   －今後の環境振動の方向性について議論する予定 
２－４．測定分析小委員会（資料 No.3-5） 
  ・7/22 開催分について，資料 No.3-5 に基づく報告があった 
  ・以下の要望があった 
   －定帯域，定比率帯域両方での分析法の提示 
   －原波形そのものの分析についても対象に 
   －歩行以外の振動源についても対象に 
２－５．制御技術小委員会（資料 No.3-6-A,-B） 
  ・8/20 開催分について，資料 No.3-6 に基づく報告があった 
   －対策検討事例集は体裁を整え公開の準備はできている．著作権が未解決． 
   －ブラインド解析の 2 回目が進行中（資料 No.3-6-B の事例が対象） 
２－６．環境振動シンポジウム（資料 No.3-7） 
  ・7/14 開催の WG，9/2 開催の事前打ち合わせについて報告があった 
   －会告案（資料 No.3-7）が修正の上，認められた 
２－７．広報 WG（資料 No.3-8） 
  ・議事録提出の依頼 
  ・次年度の大会は，富山大学で 9/9～11（木～土） 
２－８．戸建て WG（資料 No.3-9） 
  ・8/7 開催分(SWG)について，資料 No.3-9 に基づく報告があった 
 
３．居住性能評価指針の見直し 
  ・議題１および２－１を踏まえ意見交換を行った．  
  ・継続審議することとした．運営委員会では議論の時間が限られるため，主査・幹事

で審議を進める枠組みを提案することとした． 
 
４．次回開催予定 
  次回委員会は，2009 年 11 月 24 日（火）17 時 30 分から本会会議室で開催予定 
 


